
Ⅵ 【第２部】分科会Bの概要～接続期カリキュラム作成演習～

協議主題５「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続
について」を受け、接続期カリキュラムの作成演習を行
いました。

まず、講師の上越教育大学大学院教授 木村吉彦様か
ら「アプローチカリキュラム」「スタートカリキュラム」
の定義や意味付けについて御講義いただき、仙台市や田
上町の先進的な事例をもとに、接続期カリキュラム作成
のポイントについての共通理解を図りました。

講義後、分科会B「接続期カリキュラム作成ワークシ
ョップ」を行いました。まず、木村教授から示していた
だいた先進的な取組事例の分析を行い、取り入れたい点
や参考点等を洗い出しました。

その後、参加者が持参した自園・自校の年間指導計画
の見直しを行い、年長児の後半におけるアプローチカリ
キュラム、小学校入学時におけるスタートカリキュラム
の作成演習を行いました。

１ 分科会B講義 ※講義の概要については、P77～86を参照
講師：上越教育大学大学院 教授 木村 吉彦 様
演題：「アプローチカリキュラム・スタートカリキュラムとは、そしてその具体例」

２ 分科会B「接続期カリキュラム作成ワークショップ」の概要
（1） 「接続期カリキュラム」先行事例分析の流れ

【木村吉彦教授による分科会講義】



（2） 「接続期カリキュラム」先行事例分析の概要

＜取り入れたいところ・参考となる点＞
①アプローチカリキュラム
・小学校の生活時間（45分間）の流れに合わせ、動⇒静⇒動
の時間を意識したデイリープログラムに変更している。

・遊びを通して、文字や数への関心と意欲を高めている。
・年長児は、午睡の時間を活用して学校ごっこや授業ごっこ
等の楽しい活動を入れている。

・小学校教育の先取りではなく、あくまでも５領域の内容に
基づいて取り組んでいる。

・アンケート調査による根拠に基づき、生活リズムの変化に
説得力をもたせ、保護者の理解を図っている。

②スタートカリキュラム
・誰が１年担任になっても指導可能な指導計画になっている。
・入学当初、１時間目に学年合同での活動時間（ぽかぽかタ

イム）を設定している。歌や遊び等を中心にした幼児教育
を意識した流れになっている。

・生活科と関連させ、友達との関わりが増すような活動を意
図的に設定している。

・入学２週目に、幼児教育との連続性を意図した授業（「幼
稚園の先生が来たよ」）を行っている。

（3） 自園・自校の指導計画や取組の見直しの概要

３ 参加者の感想 ※平成24年度新潟県幼稚園教育研究集会アンケートから抜粋

○ 仙台市や田上町の先進事例の資料が大変参考になりまし
た。アプローチカリキュラム、スタートカリキュラムの作
成のポイントについて、具体的に話があったので分かりや
すかったです。

○ 小学校のスタートカリキュラムの事例を見せていただい
て、幼稚園との接続の方法として参考になりました。改め
て、５歳児と小１との接続の大切さを実感することができ
ました。

○ 接続期カリキュラムについて、先駆けて取り組み実践し
ている園や市町村の話を聞いたり、資料を見せてもらった
りして大変参考になりました。様々な立場の先生方と情報
交換により、自校の取組の見直しができて有意義でした。

○ 小学校の先生がグループ内にいらしたので、小学校の話
も具体的に聞けて良かったです。まずはお互いを知り合う
ことが大切だと思いました。

○ 今までやってきたことを見直しながら、「この活動がこ
ういう活動につながっていく」という小学校へのつながり
を意識しながら保育に当たっていきたいと思います。


